
いつでも、どこでも、誰にでも相談OK です。

ここには、子育ての先輩お母さん、障がい児の専

門家、保育者、学生がいます。 

子どもたちとたくさん遊んで、保護者の
方とたくさん交わって、保育歴 34年を
生かして支援していきます。 
簡単なお料理大好きです！！ 
良い時を過ごしましょう！ 
＜資格＞幼稚園教諭・保育士・ 

家族相談士・教育カウンセラー  

 

  2015年度 

  ～ 桜の聖母短期大学 ～ 

  親と子の広場 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもは大事 
 

でも、大人の私も大事 
 

人生で、最も忙しく 

最も輝いている 子育て時代 

その時間をじっくり味わって欲しい 

 

それが私たちの願いです 

 

親と子の広場のご案内 
 小さな 

“さくらっこ” 
“さくらっこ” 

年 齢 

 

 

日 時 

 

 

 

場 所 

 

登録料 

(保険料) 

 

参加費 
 

 

 

 

持ち物 

 

 

 

保育者 

相談員 

 

その他 

0歳～就園前  ／ 0歳～小学生 
※おうちの方と一緒に参加してください 

 

火・金曜日  ／  土曜日 

10：30～       10：00～ 

  12：00        12：30 

 

プレイルーム（マリアンホール１階） 

 

300円（子ども一人） 

※登録時（年度初め１回） 

 

無料   ／ 500円（親子一組） 
      兄弟はプラス 200円 

※野外保育参加費は 1,000円（親子一組） 

（兄弟はプラス 500円） 

 

日常、外出時に持参する飲み物や着替え

など、必要と思われるものを各自でご用

意ください 

 

奥田美由紀 ／ 淋 光江・奥田美由紀 

狩野奈緒子 ／ 長谷川茂・狩野奈緒子 

 

本学教員・学生も参加します。 

 

 
 

 

・お問い合わせ先・ 

桜の聖母短期大学 
🏠〒960-8585 福島市花園町 3-6 

☎ 024-534-7137（代表） 

担当：狩野奈緒子・奥田美由紀 

 

 

 

 

 
長谷川 茂（はせがわ しげる） 

 

 

 

 

 
 

狩野奈緒子（かのう なおこ） 
 

 

 

 

 

 
 

淋 光江（そそぎ みつえ） 

  

    

 

 

 

 

奥田美由紀（おくだ みゆき） 
 

 

 

 

相談する「実は・・・」 
 

ことばの発達は個人差がとても大きいので、

子どもの発達の途上でみられる「つまずき」

や「とまどい」について悩むことがあります。

そんな時、一人ひとりの子どもの発達に応じ

た望ましいコミュニケーションのあり方を一

緒に考えていきたいと思います。 

こども保育コース 教員 

元幼稚園教諭。 

子育てをしながら、保育者養成に携わるよう

になり「親の心」を実感しました。 

16歳の息子を持つ、シングルマザー。 

気軽にお声掛けください！ 

 

こども保育コース 教員 

乳幼児の発達 保護者支援など学生と共 

に学んでいます。 

専門は言語障害児教育 

発達の気がかりやつまずきなどの問題も、 

保護者の方と一緒に考えます。 

申し込みは、不要です。 

お気軽にお立ち寄りください。 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=13745


 
 

 

 

 地域にとって

「おもしろそうなものが、たくさんあるな 
触ってみよう！ やってみよう！」 

そう思ってくれたら嬉しいな 
よく考えて やってみる また考える 
ここは、何でも試して感じる場です 

 
私たちは、 

子どもの意思を大切にします 

実際、子どもたちと保護者の方と 

触れ合い感じる体験をし、 

学びを深める場です。 

 

ここは みんなで 

みんなの子どもを 

一緒に育てる場です 

みんなで あたたかく 

子どもを 見守りましょう 

 

 

 

教員が授業で子ど
もの発達や望ましい
かかわり方を説明す
るために、VTRや写
真を撮らせていただ
くことをご了解くだ
さい。 

子どもは、かわいい。もちろん大事。 
でも時々、頭も心もパンパンになって 
逃げ出したくなる時ありませんか？ 

 
ちょっとの間、肩の力を抜いて 
“ほっ”と心を楽に出来たら 

もっと子どもがかわいく思えるし、
もっと子育てを楽しいと 

感じると思うのです。 

 

 

子どもの興味に合わせて自由に
遊びます。危険が無い限り、何を
して遊んでもOKです。子どもの
することをじっくり見てみましょ
う。すると子どもの考えている 
ことが見えてくるようです。 

遊ぶ  

「わくわく どきどき」

 

 

 

 

   声を掛けてみましょう。 

隣にいるお母さん、保育者、学生、
きっと素敵な出会いがあるはずです。
子どもの素敵なところ、困っていると
ころを話してみると話しながら解決の
糸口が見えてくるかも！ 

言葉にして話すことは、 
心を軽く明るくしてくれます。 

話す「あのね」 

 

お茶する「ほっ」 

 子どもが安心して遊びに 
夢中になっていたら、大人は

ホッと一息つきませんか？声を
掛け合ってお茶の時間をお楽し
みください。子ども達の飲み物
は、ご持参くださいね。 
大人が心に余裕を持つことは、 
子どもにとっても幸せなこと。 

きっとやさしい自分に 
なれますよ。 

今日の出会いを大切に、 
色々な人とつながりましょう。子
育ては一人でするものではなく、
みんなでするのが当たり前。「お
互いさま」で、子どもは大きくな
っていくのです。 
誰かに力になってもらうことは、
誰かの力になっているという 
こと。ネットワークは 
大人の心を強くします。 

つながる 

「仲間がいる！」 

 

子どもにとって 

 親にとって

親と子の愛着関係を作る大切な時期。
この愛着関係がその後の成長に 
大きくかかわると捉え、その子の 
欲求が満たされることを 

第一に考えています。 

 

土曜日は、 
みんなで一斉の活動 
も楽しみます。 

しかし、「子どもには無理
はさせない」「子どもが興
味を持って自発的にかか
わるまで待つ」ことを 
共通理解します。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=3154
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=67440&sw=%E7%B4%85%E8%8C%B6%E5%A7%89%E3%81%95%E3%82%93
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=14147

